































































































































非 文 字 資 料 研 究 セ ン タ ー の 発 足 と そ の 活 動 計 画 �
センターの組織�2
　非文字資料研究センターは言うまでもなく非文字資料
に関する研究を展開するために設置されたが、その研究
は神奈川大学21世紀COEプログラムを継承し、発展させ
ることである。COEの段階で、図像、身体技法、環境・
景観の三つの事象について資料化とその解析法を開拓し、
成果を発信することに大きな成果を挙げることができた。
しかし、世界的な非文字資料研究の拠点になったとは言
えない。また非文字資料全体の体系化は果たされたとも
言えない。そこで、非文字資料研究センターの研究活動
の柱として二つの基幹共同研究を設定した。�
�
�
�
　　については、COE時代には覚書を交わして提携研究
機関を設け、非文字資料研究の国際化を図ってきたが、
諸般の事情で東アジアに偏っており、図像や身体技法と
いう非文字資料の研究が活発な欧米の研究機関との関係
形成が弱かった。また欧米を中心とした非文字資料研究
の水準を把握し、研究を推進する研究者情報の蓄積も乏
しかった。世界的ネットワークを形成するための研究状
況、研究情報の蓄積を検討する必要がある。共同研究で
は世界の非文字資料研究の現水準を調査研究し、またネ
ットワーク形成の方策を検討する。�
　　に関連しては、COEの大きな課題であった図像、身
体技法、環境・景観を統合して発信する地域統合情報発
信が未完成、未完了の状態で残されたので、先ずはそれ
を継承して確実な成果を挙げる必要がある。COEにおけ
る地域統合情報発信は福島県只見町を対象にしてきたの
で、引き続き只見町の協力を得て、情報発信法を開発し、
具体化して行く予定である。�
　この二つを基幹共同研究として設定し、センターの中
核的な共同研究とする。�
　しかし、COEの研究課題を継承するだけがセンターの
役割ではない。COEの研究蓄積を基礎に新しい研究課題
を設定して、共同研究を展開することも必要である。そ
のなかにはCOEから継承した個別テーマも含まれるが、
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　COEがそうであったように、非文字資料研究センター
も若手研究者の育成を大きな目標とする。世界的な研究
拠点として、若手研究者も世界的に活躍できる研究者に
育つように各種の方策を採用することを計画している。
若手研究者が非文字資料に関する研究を行うことに対し
てセンターとして様々な支援策・奨励策を実施すること
を構想している。�
　海外提携研究機関と新たに覚書を交わし、センターと
して交流を行うが、その内容の一つは非文字資料研究に
ついてのネットワークを形成し、研究情報を共有し、将
来的には共同研究を展開することにあるが、もう一つは
提携機関と協力して双方の若手研究者の交換訪問を実施
して、国際的な感覚を有する研究者に育てることが大き
な仕事である。将来的には神奈川大学の大学院在籍の者
だけでなく、広く門戸を開いて、日本の次世代研究者養
成に貢献したいと考えているが、先ずは神奈川大学に在
籍する非文字資料研究者を支援し、国際的な活躍の機会
を作っていきたい。�
若手研究者の育成�4
　非文字資料研究センターは研究成果を挙げて、世界の
非文字資料研究の前進に貢献することを期しているが、
そのために積極的に研究成果を発信することを計画して
いる。�
　オーソドックスな発信方式としての紙媒体によるもの
として、ニューズレター『非文字資料研究』と年報を予
定している。ニューズレターは年2回発行して、研究の過
程で獲得した知見を随時発信するものであり、またセン
ターの活動や事業についての様々な情報を発信する。年
1回刊行する年報は、その年の研究員の非文字に関する研
究成果、共同研究の成果を論文として収録する。センタ
ー研究員、研究協力者の研究論文を掲載するばかりでな
く、COE研究担当者やCOE研究員（PD、RA）のCOE
段階の調査研究の成果をとりまとめた研究論文も掲載す
る。さらに海外提携研究機関所属の研究者や世界各地の
非文字資料研究者の論文も掲載する方針であり、その国
際性を維持するため、年報収録の論文は日本語に限定せ
ず、英語・フランス語・ドイツ語などの欧米言語や中国
語で執筆した論文を掲載することも検討している。�
　COEは情報発信媒体としてhimojiというホームペー
ジを開設していた。そこに研究成果としてのデータベー
スも収録して、検索可能な形で公開していた。センター
はそのホームページを継承して維持することになってい
る。COEとしてのホームページは、単純ミスの修正は施
すが、あくまでもCOEの成果として固定的に維持する。
それに対して、非文字資料研究センターは新たにホーム
ページを開設し、センターの研究成果を発信し、センタ
ーの活動を広報することにしている。また共同研究の成
果としての各種データベースも公開する。�
情報発信�5
本年度には以下の4本の共同研究を個別共同研究として
設定した。�
�
�
�
�
�
�
�
　これらの共同研究は、センター研究員を中心にして、
必要に応じて研究協力者の参加を求めて、頻繁に研究会
を開催し、また必要に応じて現地調査を行い、3年間を研
究期間として研究成果を取りまとめる。毎年1回程度、研
究の進捗状況に応じて公開研究会を開催するようにする。
また、共同研究の過程で関連するデータベースを作成す
ることも構想している。�
　COEでは各課題を共同研究として展開することを基本
とした。センターも同様である。しかし、それに加えて、
センターでは非文字資料に関する個人研究を展開するこ
とも目指す。予算上の措置はとらないが、センター研究
員が個人もしくは数名が共同して行う研究テーマを登録
して、その研究に種々の便宜を図ることにしている。セ
ンター研究員として参画することで個人の研究も活発に
なり、非文字資料研究に貢献することを期待しての措置
である。また非文字資料に関する研究について科学研究
費はじめ各種競争的資金を獲得する努力をセンターとし
て支援することも決めている。共同研究以外にも多様な
研究を展開して、センターの目標に迫ろうとするもので
ある。�
『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』の
編纂共同研究�
関東大震災後の都市復興過程とそのデータベース化、
並びに資料収集�
中国・韓国の旧日本租界�
持続と変容の実態の研究�
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